
4広報いわくに

　動物への虐待は、動物愛護管理法により重く罰せられます。愛護

動物と接するときは、最後まで愛情と責任を持ちましょう。

問環境保全課☎㉙5100
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事情があって

もう飼えないから

インタビュー

　猫の飼い方や野良猫との付き合い方

について、岩柳地区開業獣医師会の先

生に話を聞きました。

ペ
ッ
ト
は

　
　

責
任
を
持
っ
て

　
　
　
　

飼
い
ま
し
ょ
う

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に

暮
ら
す
人
が
増
え
る
中
、
愛
護
動
物

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

違
反
だ
け
で
な
く
、
飼
い
主
に
な
る

つ
も
り
の
な
い
人
に
よ
る
野
良
犬
・

野
良
猫
へ
の
接
し
方
な
ど
に
よ
っ
て

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
や

飼
い
主
の
い
な
い
動
物
と
の
距
離
の

取
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　狂犬病予防法に基づき、生後91日以上の犬に

は、登録と年１回の狂犬病予防注射が義務付けら

れています。室内飼いで外に出さないという場合

も必要です。無登録・未注射は法律違反です。

　山口県の各環境保健所では、犬・猫の譲

渡を行っています。保健所に保護収容され

ている犬・猫の情報など詳細については県

ホームページ（ＱＲコード

参照）に掲載されています。　

問山口県岩国環境保健所

☎㉙1527

犬・猫の譲渡

　放し飼いによるふん尿などの近所トラブルの防

止、事故や感染症の危険から猫を守るために、屋

内で飼育しましょう。

動物の飼い方

トラブルを防ぐために、守ってください

猫 犬

猫の飼い方３原則

　公園などの公共施設に猫が捨てられ、運営管理

に支障が出たり、近隣住民に迷惑が掛かったりし

ています。猫などの愛護動物を遺棄するのは法律

違反で重く罰せられます（100万円以下の罰金）。

　飼い主のいない猫に対する無責任な餌やりは、

岩国市の条例違反です。近隣住民とのトラブルの

元にもなりますのでやめましょう。

猫を捨ててはいけません

野良猫に餌をやらないで

　猫は年に１～３回出産し、あっという間に増え

てしまいます。繁殖を望まない場合は、雌は不妊

手術、雄は去勢手術を行いましょう。手術をする

ことで病気予防にもつながります。

　首輪などに飼い主の身元を表示することで、迷

い猫になるのを防ぎましょう。

１

身元の表示（首輪・迷子札）

不妊去勢手術

屋内飼育

２

３

　放し飼いは山口県飼犬等取締条例違反となりま

す。散歩や運動の際もリードでつなぎましょう。

放し飼いは禁止です

　毎年１回行うことが義務付けられています。

　登録時に交付される鑑札は、狂犬病予防注射済

票と共に必ず犬の首輪に付けてください。

登録手数料　３千円

手続場所　環境保全課、総合支所

※飼い主や住所などが変わったときは変更届、犬

が死亡した場合は死亡届の提出が必要です 

登録

狂犬病予防注射

犬の飼い方２原則

１

２

　他人の敷地や所有物、公共の場所で尿をしない

ようしっかりと犬を誘導しましょう。散歩の際は

ふんの回収道具とペットボトルに入れた水などを

携行し、ふんは必ず持ち帰り、尿は洗い流すよう

にしましょう。

尿をさせる場所に注意

集合注射（４月）で受けた場合

注射済票をその場で交付します。

市内の動物病院で受けた場合

注射済票をその場で交付します。

市外の動物病院で受けた場合

注射済票の交付申請が必要です。必ず注射済

証明書を持参し、申請してください。

交付申請手数料　550円

申請場所　環境保全課、総合支所 
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